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地域の子育て世代が参加して、太鼓橋をシールで彩る

開催日 まち歩きのテーマ 協力者 参加
者数 概要

2019/8/4 バリアフリー地図つくり NTTドコモ 15名 グループに分かれ道幅、傾斜、信号、歩道と車道の段差など調査し、デジタルマッ
プに入力する。

9/23 まちのトマソンを探す
NTTドコモ
トマソン研究家　
伊藤嘉朗氏

18名
デジタル運動量計（fitbit）を配布し、運動量の見える化により、健康づくりに役
立てる。住宅街、団地内、商店街方面の3グループに分かれトマソンを探し、デ
ジタルマップに入力する。

11/29 体操して歩く
美しが丘そら体操
教室主宰
藤本直美氏

11名 菅生緑地まで歩き、広場でNHKテレビラジオ体操の指導者による指導の下、ラ
ジオ体操。第1、第2、ストレッチの後、皆でお弁当を食べる。

12/12 川崎北部市場探検
元地域タウン紙
編集長
宮澤高広氏

8名 川崎北部市場まで歩き、市場内の見学、買い物、市場の食堂で皆で食事する。

12/14 植物の名前を調べる
慶應SFC
厳網林研究室 8名 スマートフォンアプリ「iNaturalist」を使用し、植物、昆虫の名前を調べながら歩く。

2020/1/14 防犯防災ポイント探し NTTドコモ 18名
住宅街、団地内、商店街方面の3グループに分かれ、掲示板、消火栓、公衆電
話自動販売機、防災器具（ベンチ）、防犯カメラなどの位置をデジタルマップに
入力。

【表1】2019年度に実施したまち歩きツアー

カラーリングワークショップの作業風景。色の付いた
シールをバランス良く貼り付けていく

まち歩きツアーは6回実施した。いろいろなテーマで
参加者を募る

団体設立経緯
　美しが丘は昭和44（1969）年に事
業完了した計画住宅地です。地区
内には延長3000m超の遊歩道ネッ
トワークがあり、みどり豊かでゆと
りのある居住環境が形成されてきま
した。全国で初の事例と言われる
地元発意の建築協定が締結されて
30年。その成果と理念を未来に引
き継いでいくことを願い、地区計画
に移行した2004年4月に美しが丘
アセス委員会は発足しました。
　遊歩道ワーキンググループはその
部会組織のひとつとして、2015年
に設置されました。歩行者専用道路
（遊歩道）の維持、利用促進、修景

を推進するためのワーキンググルー
プとして活動しています。

活動概要と活動対象範囲
　活動範囲は、横浜市青葉区が進
める「健康づくり歩行者ネットワー
ク事業」の対象範囲であり、たまプ
ラーザ駅北側エリアを広く含みます。
　今年度は遊歩道ネットワークのカ
ラーリングやスツール設置、たまプ
ラ遺産認定タイル・プレートの設置
などの居住環境整備と、まち歩きイ
ベントの開催、散策マップの作成な
ど、遊歩道の利用増進や地域のコ
ミュニティ形成につながる活動を進
めました。

活動に至った理由や背景
　高齢化やまちづくりに興味のない
若い世代の増加により、まちづくり
の担い手不足、地域コミュニティの
希薄化といった問題が当地でも深
刻です。それに加えて、開発から
50年以上が経過し、せっかくの遊
歩道が使われない→荒れる→危な
くてますます使われなくなる……と
いった負のスパイラルに落ち込んで
いました。現在の住環境を当たり前
のものと受け取り、自らがまちに関
わるという意識が希薄化している現
状を打開し、先人たちの「自分たち
の街は自分たちで守り育てる」という
まちづくりスピリットをつないでいく

美しが丘アセス委員会遊歩道ワーキンググループ
神奈川県横浜市

良質な郊外戸建住宅地における遊歩道管理を
手がかりにした多世代市民等による「まち育て」

住まい活動助成

ための活動を始めました。
　2018年度に採択され実施した
「ヨコハマ市民まち普請事業」では、
「100段階段プロジェクト」と称して、
地域内の階段にカラーリングを施し
たり、コモンスペースを設置したり
しました。今年度の事業は、前年
度に予算上実施できなかった活動、
及び今後の継続的な維持管理活動
に必要な基礎的な取り組みを行う
ものです。

活動内容と成果
●地区内の歩道橋2カ所への
カラーリングワークショップの開催
　2019年11月3日の午前・午後、同
11月14日午前・午後の計4回開催し
ました。参加者は合計120名。
　前年度のヨコハマ市民まち普請に
おいてカラーリング整備が完了した
100段階段に続き、歩道橋の手すり
に耐候性シール（中川ケミカル）を貼
付するワークショップを実施しまし
た。前年度同様、小学生とその家
族である子育て世代・地域住民が
参加して、青のグラデーション、緑
のグラデーションの太鼓橋が完成し
ました。青は美しが丘のまちができ
る以前の谷戸の記憶の色、緑は美
しが丘のゆりのき並木の色を表して

います。子育て中の若い世代が参
加することで、まちづくりへの意識
を喚起し、子どもたちには自分たち
も関わったことによる地元意識の醸
成が期待できます。
●まち歩きツアーの実施（計6回）
　住民のなかの各方面のプロフェッ
ショナルのナビゲートで、いつもと
違う視点で街を歩く企画。たまプ
ラーザ周辺の人たちの多彩なスキル
を発掘、活用するサービス「シェア
カル」との共催です。
　知っているつもりの街でも新たな
発見があり、毎回好評です。地域
団体のまち歩きのナビゲートも行い
ます。今年はNTTドコモの協力で、
美しが丘地区のデジタルサイネージ
に載せる情報作成などの取り組みを
進めてきました。【表1】
●散策マップの制作・印刷
　まち歩きツアーなどを行う際に、
携帯しやすい散策マップがあると便
利だとの意見を踏まえて作成。ポ
ケットサイズで必要なときにはすぐ
に開けるミウラ折りとすることを想
定、案内地図と地域情報を掲載し
ました。
　地域情報には、1年かけて積み重
ねてきたホームページのいくつかの
コンテンツ紹介とともに、晴れた日
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1. まち歩きに携帯しやすい折り畳み
マップ。これまでの活動で積み重ねた
コンテンツを盛り込んだ　2. 富士見
階段の上にロゴ入りのスツールを設置　
3. 100段階段に花の苗を飾るため、ペッ
トボトルを活用した鉢カバーを作成　
4. 美しが丘小学校の卒業式当日、階
段が「花道」に

リニューアルして
内容が充実した
ホームページ

会の活動に協賛した証の「100段階段プレート」。
起伏に富むエリアを体感できる仕掛けでもある

　今年度は、前年度に引き続きたま
プラ遺産タイルを「駅前ゆりのき並
木」、「はなみずき通り」、「公園通り
入口」、「ロケット公園」の4カ所に埋
め込み、100段階段にたまプラ遺産
の標高プレートを設置しました。
②遊歩道ネットワーク上の施設拡
充活動（前年度補完事業）
　前年度は100段階段下のコモンス
ペースに加え、階段上の眺望の良
い場所に、登ってきた人がひと休み
するためのスツールを設置しました。
　今年度もそれに引き続き、富士見
階段上にスツールを設置し、それ
ぞれのスツール座面に「富」と「百」
のロゴを彫り込みました。高低差の
多い歩行者ネットワークの中で、眺
望を楽しみ一息つける場所を提供す
ることができました。
③ホームページ（HP）作成・維持管
理検討
　4月よりHP制作を開始しました。
新しいレンタルサーバーを契約し、
100段階段プロジェクトのイベント
告知やレポート、100段階段のメイ
キングストーリー、他地域の100段
階段情報、遊歩道周辺のトピックス、

の高台から撮ったパノラマ写真など
を紹介する内容となっています。デ
ジタルになじまないシニア世代にも
好評です。
●遊歩道ネットワークの維持管理
に向けた全体計画の検討
①たまプラ遺産の認定とタイル・プ
レート設置（前年度補完事業）
　山だった場所を切り開いて50年
ほど前に造成されたニュータウンに
は、これといった歴史遺産はありま
せん。ですが、いつのまにか呼び
習わされた、愛称のついた通りやス
ポットはあります。
　こうした住民になじみのある場所
を「たまプラ遺産」と名付けて認定
し、その場所の名前の来歴と、緯
度・経度・標高・100段階段の何段
目に相当するかを記したタイルを設
置しました。併せて、100段階段を
地域の標高スケールと見立て、た
まプラ遺産の標高に相当する同じ
高さに当該たまプラ遺産を示す標
高プレートを設置することで紐付け
し、100段階段を上りながら丘のま
ちを体感できる仕掛けづくりに取り
組んできました。

子どもが楽しめる100段階段の伝承
などのコラムなどを掲載。通年で情
報の更改作業を継続しています。
　デジタルになじみの薄い住民の
ために紙媒体も必要と考え、前述
の散策マップ裏面にはHPの内容を
記載しました。
④花の100段階段（美しが丘小学
校卒業式に卒業生を送る花道）
　美しが丘小学校の卒業式に合わ
せて、手作りしたペットボトルの鉢
カバーに春の花苗を入れて100段階
段に並べ、登校してくる卒業生を迎
える恒例行事です。
　2020年3月7日のペットボトルの鉢
カバー作りワークショップに、住民
13名が参加。3月19日の卒業式当日
は、卒業生の花道づくりに早朝か
ら住民（PTA含む）10名が参加し、
セッティングしました。
　卒業式後には記念撮影が定例化
しており、花苗と鉢カバーは卒業
生が持ち帰ります。今年の卒業式
はコロナ禍のために来賓・父兄の
参加がないという淋しいものでした
が、文字通り花を添えることができ
ました。

美しが丘アセス委員会遊歩道ワーキンググループ
2015年7月設立／メンバー数：14人／代表者：藤井 本子（ふじい・もとこ）
100dan-kaidan.org

私たちは開発当時から美しが丘1～3丁目に張りめぐらされている遊歩道（歩
行者専用道路）の良好な維持管理と利用促進を通じて、地域住民の愛着心
およびコミュニティ活動の活性化を目指す活動を継続しています。

⑤100段階段プレート協賛募集
　前年度に引き続き、自宅の門扉
や玄関に貼付する「100段階段プ
レート」の協賛を募りました。よく
ある表札の番地表示ではなく、緯
度・経度・標高・100段階段の何段
目に相当するかを記したステンレス
プレートを作り、個人宅に設置して
もらいます。まち歩きの途中の方々
の住宅に、標高の表示が付くわけ
です。昨年度・今年度の募集分で、
地域内外40軒の住宅・事務所・店
舗などに設置されます。
●活動を通じて得られた成果
　美しが丘地域は東急電鉄と横
浜市の「次世代郊外まちづくり」の
フィールドになっており、さまざまな
地域団体が活動しています。私たち
も、これらの団体と緩やかにつな
がりながら活動しています。
　昨年度のヨコハマ市民まち普請や
長年のアセス委員会活動により、横
浜市都市整備局とのつながり、青
葉土木事務所とのつながりもあり、
さまざまな助言、協力をいただいて
おります。当グループが自治会内の
ワーキンググループであることから、

近隣の自治会からの理解や協力を
得られやすかったこと、会議や作業
の場所の確保がしやすかったことは
活動の展開にあたって大きなメリッ
トでありました。
　また、ワーキンググループは複数
の建築家、デザイナー、アーティス
トを擁し、そこから工事施工会社、
資材やデジタルスキルの協力企業と
のつながりもできました。さらに、
ワークショップなどのイベントでは、
小学校のPTAを通じて若い子育て
世代が協力してくれる場面もあり、
次世代のまちづくり活動の担い手
の世代交代（若返り）につながる活
動になったかと感じています。
　こうした活動に対して、神奈川新
聞社の推薦により、第10回共同通
信社「地域再生大賞」の優秀賞を受
賞することができました。

課題と解決方策
　初期の目標は達成されつつありま
す。しかし地域内全域に及ぶ遊歩
道の中には、経年劣化が目立つ場
所がまだ数多くあり、すべての路線
の改修には長い時間を要します。
　行政予算にも限りがある中で、日
常的な管理・保全についてはまち
歩きイベントを通じて目を配りつつ、
修繕効果の高い部分の改修には行
政だけに頼らない資金調達を模索
しています。行政に対しては、次に
必要となる整備箇所や、修復後の
空間をより生かしていく方策を積極
的に提案していくなど、官民で取り
組める地域管理の在り方を考えて

いかなければなりません。
　今年度は自治会区域外での修繕
活動を検討したこともあり、多くの
周辺団体とともに考え行動すること
ができました。その半面、別組織
（自治会）であるからこそ協力が難し
かったことなどもありました。組織
のあるべき形態についても、更なる
検討が必要だと考えています。

今後の予定
●2020年度東急電鉄「みど＊リン
ク」アクションの助成による歩道橋
下の改修、ベンチの設置
　雑草の生い茂っていた歩道橋下
の1箇所を整備する予算が確保でき
ました。荒れ果ててしまってからの
全面改修には、相当のエネルギー
を要します。そうなる前に、ほんの
少しずつでも目に見えてきれいに整
備された場所が増えていくことが、
住民の意識改革につながることを
期待しています。
●第15回住宅生産振興財団「住ま
いのまちなみコンクール」の助成に
よる調査・研究活動
たまプラランステーション企画（遊
歩道の活用・防犯）／まちの環境
調査（夜間の道路明るさ調査、空
気汚染調査、生きものしらべ：鳥・
虫・植物などの調査）／ワーキング
グループの独立組織化の是非の研
究・勉強会の実施／シニア層の能
力活用の方策（まちの見守り・まち
づくりの歴史やスピリットの継承）
●その他、まち歩きツアーや花の
100段階段活動などは継続実施予定


